
形 成 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 尹　　　庸 日本形成外科学会専門医
日本医師会認定産業医 形成一般 足、レーザー

医 師 松田　翔太 日本形成外科学会専門医 形成一般 眼瞼下垂、
皮膚悪性腫瘍

非 常 勤
医 師 荒田　　順

日本形成外科学会評議員・形成外科専門医
日本手外科学会代議員・手外科専門医
日本創傷外科学会専門医
小児形成外科分野指導医
再�建・マイクロサージャリー分野指導医
レーザー分野指導医
乳�房再建用エキスパンダー・インプラント責任医師
日本体育協会公認スポーツドクター
滋賀医科大学病院教授
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

手外科、眼瞼形成、
レーザー、再建外
科

｜令和 ４年度の主な取組｜

　眼瞼下垂症手術の一泊二日入院を推奨しています。
　眼瞼下垂症は術後の腫れによる視界の不良や、特に高齢の患者さんでは自己処置が困難であることが多
いため、入院で手術を受けていただくことで、より安心で安全な医療を提供して参ります。

専門医資格等
日本形成外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医
日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医

専門分野
形成外科一般

得意疾患
外傷
熱傷
眼瞼下垂
乳房再建医長

海透　修子
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｜診療実績｜

入院患者数
2021年度 2022年度

1 日平均患者数（名） 7.9 9.2

新入院患者数（名） 284 284

平均在院日数（日） 9.8 11.4

外来患者数
2021年度 2022年度

1 日平均総患者数（名） 21.2 18.4

主な術式別手術件数（2021年度）

外傷 176件 難治性潰瘍  80件

先天異常  43件 炎症、変性疾患  47件

腫瘍 585件 レーザー 337件

瘢痕、ケロイド  72件 その他  78件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.03.12	 第140回関西形成外科学会学術集会
（座長）海透　修子
2022.04.20-22	 第66回日本形成外科学会学術集会
「外陰部に発生したAngiomyofibroblastomaの一例」
松田　翔太、荒田　　順、鈴木　茉友、海透　修子、尹　　　庸、山下　輝世

2022.07.14-15	 第14回日本創傷外科学会学術集会
「小児における金属製フォークによる眼窩内刺創の一例」
海透　修子、荒田　　順、尹　　　庸、松田　翔太

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

総 説
糖尿病性足病変の感染症対策―IWGDFの国際ガイドラインから―
糖尿病プラクティス,	39,	4,	414-418,	2022.07.08,	医歯薬出版
尹　　　庸、荒田　　順、海透　修子、松田　翔太、河野　茂夫
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